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太陽面F10.7・地上MAGDAS磁場データにおける長周期変動の相互比較

Long-Term Comparisons of F10.7 solar radiation flux and MAGDAS magnetic field
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本研究の目的はS-M-I-A system(Solar wind - Magnetosphere - Ionosphere - Atmosphere system)の結合性・独立性・相関性
を理解することである。九州大学が世界に展開しているMAGDAS/CPMN(MAGnetic Data Acquisition System / Circum-pan
Pacific Magnetometer Network)で記録された、磁気赤道と 210°磁気子午線との交差点にあたる DAV(7.0N,125.3E)観測
点の (2006,12,1～2007,6,30)の期間のデータを用いた。2～40日間の長期的な磁場変動に着目した周波数解析を行った。
さらに、カナダのドミニオン天文台で測定された平均的な太陽電波放射束 F10.7 [ftp://ftp.ngdc.noaa.gov/]の周波数解析も
行った。太陽面 F10.7・地上磁場の卓越周波数を比較し、一致するスペクトルがあれば太陽面起源による周期的成分であ
ると考える。
次に、MAGDAS(DAV 観測点)の H成分から Dst成分を引いた H-Dstを作った。H-Dstには磁気嵐によるリングカレン

ト成分を取り除いた地球大気起因の磁場変動が含まれていると考えられる。Dst指数は京都大学付属地磁気世界資料解析
センター [http://swdcwww.kugi.kyoto-u.ac.jp/index-j.html]が提供しており、リングカレント発達の指標として使われてい
る。磁気嵐時には全球的に急激な磁場強度の減少が起こる。MAGDASの磁場データは磁気圏起因の磁場変動と、太陽放
射による電離層の電気伝導度の変動による磁場変動成分の重なったものである。磁気圏中の成分を取り除くことによっ
て、太陽放射が地球大気に作用し発生する成分を確認することができる。
周波数解析結果；
(1) DAV (H)：1, 9, 14, 18, 27日周期が強く現れた。
(2) Dst：9, 14, 18, 27日周期が強く現れた。
(3) H-Dst：1, 9, 14, 22, 35日周期が強く現れた。
(4) F10.7：14, 18, 22, 27, 35日周期が強く現れた。
(5) 22,35日周期のスペクトル強度のオーダーは 18,27日周期と比較して 1/3ほどに小さくなった。
以上の解析結果から、H-Dstでの 22,35日周期は太陽電波放射の変動に呼応して電離層の電気伝導度が変動した結果、

磁場が変動した可能性が考えられる。太陽電波放射に起因する磁場変動は磁気圏起因の磁場変動に対して 1/3程度のオー
ダーであることが判明した。


